
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障がい福祉課

１　調査の目的

　　新たな県障がい者計画・障がい福祉計画及び市町村障がい福祉計画の作成並びに今後の障がい福祉施策推進のための基礎資料を得ることを目的とする。

２　実施主体

　　県及び市町村

３　調査期間

　　平成２６年６月１０日から６月２５日まで（６月１日現在で調査）

４　調査対象・方法

	対象
	調査方法等

	1 身体障がい者
	【在宅（ＧＨ含む）】市町村から対象者（※）に調査票を送付し調査

※６５歳未満の手帳所持者、６５歳以上の障害福祉サービス受給者

【施設入所者（施設入所支援及び療養介護利用）】施設を通じて調査

	2 知的障がい者
	

	3 精神障がい者
	入院又は通院のため利用している医療機関を通じて調査

	4 難病患者
	対象者（※）に調査票を送付し調査
※特定疾患受給者証所持者


５　回収率

	配布方法
	配布枚数①
	回収数②
	回収率②/①

	直接郵送（在宅障がい者、難病）
	１４，１０８
	　　６，８１４
	４８．３％

	入所施設を通じた配布
	　　１，５３４
	　　　６９９
	４５．６％

	医療機関を通じた配布（精神）
	９，０９６
	２，３６２
	２６％

	計
	２４，７３８
	９，８７５
	３９．９％


　　

６　障がい種別及び人数（※回収結果より）　　
	種別
	人数
	備考

	身体
	４，３４６
	手帳所持者（在宅、入所問わず）と回答した者の数

	知的
	２，４１９
	手帳所持者（在宅、入所問わず）と回答した者の数

	精神
	２，３６２
	医療機関より回収した調査票の数

	難病
	２，１１６
	難病認定ありと回答した者の数


　　　※いずれも他の種別との重複の可能性有り

２

○主な介助者
	父母等
	配偶者
	子ども
	ヘルパー等
	その他
	無回答
	計

	26.1%
	14.5%
	7.4%
	31.6%
	3.7%
	16.7%
	100.0%


※一部介助又は全介助が必要と選択した者のみ回答

※複数回答あり
○中心介助者(年齢)
	0～17歳
	18，19歳
	20～29歳
	30～39歳
	40～49歳

	0.3%
	0.1%
	1.6%
	6.0%
	11.8%

	50～59歳
	60～64歳
	65歳以上
	無回答
	計

	15.7%
	10.5%
	21.3%
	32.7%
	100.0%


※主な介助者を父母等、配偶者、又は子どもと選択した者のみ回答

○現在どのように暮らしているか
	一人
暮らし
	家族と
	ＧＨ入居
	福祉施設入所
	病院入院
	その他
	無回答
	計

	10.4%
	66.7%
	3.8%
	10.2%
	6.0%
	1.0%
	1.9%
	100.0%


○将来どのように暮らしたいか
	一人
暮らし
	家族と
	ＧＨ入居
	福祉施設入所
	病院入院
	その他
	無回答
	計

	13.8%
	60.5%
	4.7%
	9.1%
	1.8%
	3.8%
	6.3%
	100.0%


○在宅生活を続けるために必要な支援
	在宅医療
	住居確保
	在宅サービス
	生活訓練
	経済負担
	相談体制

	13.4%
	11.1%
	14.9%
	6.3%
	20.9%
	10.6%

	地域住民理解
	あいサポ
	その他
	無回答
	計

	8.2％
	7.4%
	1.4%
	5.8%
	100.0%


※複数回答あり

○外出の頻度
	毎日
	週に数回
	めったに出ない
	まったく出ない
	無回答
	計

	45.2%
	33.2%
	14.1%
	4.7%
	2.8%
	100.0%


○外出の際に困ること

	公共交通
ない（少ない）
	乗り降り困難
	階段段差多
	乗換分かり
にくい
	設備が不便
	介助者の確保
	お金が
かかる

	13.2%
	7.4%
	8.9%
	5.3%
	5.8%
	4.5%
	10.8%

	周囲の目
	体調変化
	困ったときにどうしたらいかわからない
	その他
	無回答
	計

	5.8%
	7.9%
	12.9%
	2.3%
	15.2%
	100.0%


※複数回答あり

○日中の主な過ごし方

	会社・
自営業等
	ボラン
ティア
	専業主婦（主夫）
	福祉施設・作業所（A型含）
	デイケア
	リハビリ
	自宅
	大学・専門・職業訓練

	24.2%
	0.5%
	7.4%
	13.8%
	2.7%
	1.4%
	21.7%
	0.4%

	特別支援
学校
	一般高・
小中学
	幼稚園・
保育所
	入所施設・病院
	その他
	無回答
	計

	3.1%
	1.7%
	0.6%
	11.7%
	2.5%
	8.3%
	100.0%


○就労の希望

	仕事したい
	したくない
	無回答
	計

	31.7%
	33.1%
	35.2%
	100.0%


※日中の主な過ごし方で会社・自営業等を選択していない18～64歳の者のみ回答
○障がい者の就労に必要な支援

	通勤手段
確保
	バリフリ設備
	勤務日時
配慮
	在宅勤務
拡充
	職場の理解
	上司等の
理解
	職場での
介助

	10.6%
	7.1%
	10.3%
	5.8%
	14.1%
	13.4%
	7.1%

	就労後
フォロー
	就労訓練
	職場外相談
	その他
	無回答
	計

	7.5%
	5.4%
	7.2%
	1.8%
	9.7%
	100.0%


※複数回答あり

○スポーツを行う頻度
	毎日
	週3～5回
	週1,2回
	月1,2回
	しない
	無回答
	計

	7.2%
	7.1%
	11.1%
	7.3%
	59.0%
	8.3%
	100.0%


○スポーツをしない理由

	できる種目無し
	施設無し
	設備
不十分
	仲間が
いない
	きっかけ
無し
	情報無し
	指導者
なし
	移動困難

	10.7%
	3.9%
	0.8%
	5.5%
	9.3%
	2.9%
	1.5%
	6.7%

	疲れ
やすい
	お金
掛かる
	興味なし
	時間無し
	その他
	無回答
	計

	16.9%
	6.2%
	12.1%
	7.6%
	9.8%
	6.1%
	100.0%


※スポーツを行う頻度でしないを選択した者のみ回答

※３つまで回答可

○芸術活動を行う頻度

	毎日
	週3～5回
	週1,2回
	月1,2回
	しない
	無回答
	計

	3.8%
	2.7%
	6.4%
	10.1%
	67.9%
	9.1%
	100.0%


○芸術活動をしない理由

	できる種目無し
	施設無し
	設備不十分
	仲間がいない
	きっかけ無し
	情報無し
	指導者なし
	移動困難

	11.2%
	5.0%
	1.0%
	6.6%
	8.0%
	3.3%
	1.1%
	6.4%

	疲れ
やすい
	お金
掛かる
	興味なし
	時間無し
	その他
	無回答
	計

	8.4%
	9.0%
	26.5%
	5.1%
	3.4%
	5.0%
	100.0%


※芸術活動を行う頻度でしないと回答した者のみ選択

※３つまで回答可

○日常情報の入手元

	本や新聞TV
	行政広報
	ネット
	家族・
知人
	事業所
職員
	家族会
など
	医師
看護師
	ケアマネ等

	34.1%
	9.1%
	11.0%
	18.6%
	8.1%
	2.0%
	5.8%
	2.1%

	民生児童委員
	学校・
園の先生
	相談
事業所
	行政職員
	その他
	無回答
	計

	0.5%
	1.8%
	0.9%
	1.5%
	1.0%
	3.5%
	100.0%


※複数回答あり

○充実してほしい情報

	福祉関連情報
	医療関連情報
	就学就職情報
	観光情報
	スポ文化情報
	防災情報

	24.5%
	20.0%
	9.0%
	9.6%
	8.5%
	6.4%

	ボランティア情報
	手話点字情報
	その他
	無回答
	計

	3.7%
	2.3%
	2.7%
	13.3%
	100.0%


※３つまで回答可


○差別体験の有無

	ある
	少しある
	ない
	無回答
	計

	18.7%
	19.8%
	48.0%
	13.5%
	100.0%


○差別を受けた場所は

	学校職場
	仕事を探す時
	外出先
	余暇を楽しむ時
	医療機関

	25.2%
	11.7%
	22.4%
	7.6%
	9.0%

	住んでいる地域
	その他
	無回答
	計

	16.5%
	5.1%
	2.5%
	100.0%


※差別体験の有無である又は少しあると選択した者のみ回答

※複数回答あり
○成年後見制度を知っているか

	知っている
	聞いたことがある
	知らない
	無回答
	計

	24.1%
	26.0%
	39.2%
	10.7%
	100.0%




○防災訓練への参加したことがあるか
	ある
	ない
	無回答
	計

	40.7%
	50.0%
	9.3%
	100.0%


○災害時に一人で避難できるか

	できる
	できない
	分からない
	無回答
	計

	40.2%
	28.3%
	24.2%
	7.3%
	100.0%


○災害時に困ること
	受療・
投薬困難
	補装具使用
困難
	用具入手困難
	救助要請困難
	避難困難
	情報入手困難

	18.4%
	3.3%
	4.6%
	8.2%
	16.4%
	9.1%

	意思疎通
困難
	避難場所の設備に不安
	その他
	特に無し
	無回答
	計

	9.1%
	18.7%
	1.7%
	5.0%
	5.5%
	100.0%


※複数回答あり

１　調査の概要





平成２６年度鳥取県障がい者の実態・ニーズ調査の結果について





２　調査の結果（抜粋）





・主な介助者について、ヘルパー31.6％と最も多く、次いで父母等26.1％、配偶者14.5％となっている。


・家族介助者の年齢について、65歳以上が21.3％と最も多く、次いで50～59歳が15.7％となっている。





・現在の暮らしについて、家族とが66.7％と最も多く、次いで一人暮らし10.4％、福祉施設入所10.2％となっている。


・将来の暮らしについて、家族とが60.5％と最も多く、次いで一人暮らし13.8％、福祉施設入所9.1％となっている。


・在宅生活を続けるための支援について、経済負担が20.9％と最も多く、次いで、在宅サービス、在宅医療、住居確保、相談体制、地域住民理解、あいサポが10％前後の割合で続いている。





・外出の頻度について、毎日が45.2％で、次いで週に数回33.2％となっている。


・外出の際に困ることについて、公共交通が少ないが13.2％と最多く、次いで困ったときにどうしたらいいかわからない、お金がかかる、階段段差多、体調変化、乗り降り困難が10％前後の数字で続いている。





・日中の主な過ごし方について、会社・自営業等が24.2％と最も多く、次いで福祉施設・作業所（Ａ型含む）13.8％、入所施設・病院が11.7％となっている。


・就労の希望について、したくない33.1％、仕事したいが31.7％となっている。


・障がい者の就労に必要な支援について職場の理解が14.1％と最も多く、次いで上司等の理解、勤務日時配慮、通勤手段確保、就労後フォロー、職場外相談、バリアフリ設備、職場での介助が10％の割合で続いている。





・スポーツを行う頻度について、しないが59.0％と最も多く、次いで週1，2回11.1％となっている。


・スポーツをしない理由について、疲れやすいが16.9％と最も多く、次いで興味なし12.1％、種目無し10.7％、きっかけなし9.3％となっている。





・芸術活動を行う頻度について、しないが67.9％と最も多く、次いで月1，2回10.1％となっている。


・芸術活動をしない理由について、興味なしが26.5％と最も多く、次いで種目なし11.2％、疲れやすい8.4％、きっかけなし8.0％となっている。





・日常情報の入手元について、本や新聞ＴＶが34.1％と最も多く、次いで家族、知人18.6％、ネット11.0％となっている。


・充実してほしい情報について、福祉関係情報が24.5％と最も多く、次いで医療関係情報20.0％、観光情報9.6％、就学就職情報9.0％、スポ文化情報8.5％となっている。





・差別体験の有無について、ないが48.0％と最も多く、少しある19.8％、ある18.7％となっている。


・差別を受けた場所について、学校職場が25.2％と最も多く、次いで外出先22.4％、仕事を探す時11.7％となっている。


・成年後見制度を知っているかについて、知らない39.2％、聞いたことがある26.0％、知っている24.1％となっている。





・防災訓練の参加について、ないが50.0％、あるが40.7％となっている。


・災害時に一人で避難できるかについて、できるが40.2％、できない28.3％、分からない24.2％となっている。


・災害時に困ることについて、避難場所の設備に不安が18.7％と最も多く、次いで治療や投薬を受けることができないが18.4％、迅速な避難が困難16.4％となっている。








